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号外  2020 年 5 月 20 日 chyda-kr@f8.dion.ne.jp 
◇事務局 101-0061 千代田区神田三崎町 2-19-8 杉山ビル 2F 
千代田区労協気付  T:03-3264-2905 F:03-6272-5263 

北大生・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件」の真相を広める会 http://miyazawa-lane.com/ 

 曇り空から今にも雨が降り出しそうな５月 19 日午後 6 時、

国会議員会館前では 600 人が結集して、「検察庁法改正は断固

廃案にせよ！」と声を上げた。 

 嘘・改竄・隠蔽・私物化等々の国政蹂躙の暴走を続けてきた

安倍政権は、ここにきて何と検察幹部を言いなりにさせようと

する「検察庁法改正」を強行採決しようと画策した。泥棒ども

がかさにかかって取締の役人を言いなりにさせようというの

だ。そこまでなめられてたまるかと怒る国民が一斉に声を上げ

た。この悪法が衆院内閣委員会で審議に入った 5 月 8日夜、東

京のある女性が「＃検察庁法改正案に抗議します」とツイッタ

ーで発信した。するとアッという間に全国に広がった。その数

は数約百万人にも上った。そして 5 月 15 日、松尾邦弘・元検

事総長ら 14 人が、森法相に対して、反対の意見書を突きつけ

た。18 日には元特捜検事有志 38 人が再考を求める意見書を出

した。追い詰められた政府・与党は 18 日、今国会での改正見

送りを発表した。 

 事務局は、新聞ＯＢ、千代田区労協のみなさんと協力して「検

察庁法改正断固反対！」のプラカードを作成し、今年 88 歳と

なった山野井孝有さんを先頭に行動に参加した。 

廃案を表明させるまで闘いは続く――。         左から河合良一（日経ＯＢ），山野井孝有、赤川博敏、水久

保文明（毎日ＯＢ）のみなさん。マスクが邪魔ですが勘弁を 

当初はプラカードを掲げて検察庁法改正に抗議するスタンディ

ング行動の予定だったが、今国会見送りとなったことを受け

て、断固廃案へと闘いぬく決意を固める緊急集会となった。 
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 「……スターリンは『大粛清』で著名だが、その先

兵となったのが検事総長のアンドレイ・ビシンスキー

（1883～1954 年）だ。スターリンの反対者を次々に起

訴し、銃殺刑に処した。『政治検察』になれば、検察捜

査は野党など政権の反対者にばかり向かいかねない」

（水島朝穂・早稲田大教授＝5.15 毎日新聞） 

          ＊ 

 松尾邦弘・元検事総長ら 14 人の意見書はこう書いて

いる。「時代背景は異なるが 17 世紀の高名な政治思想

家ジョン・ロックはその著『政治二論』（加藤節訳、岩

波文庫）の中で『法が終わるところ、暴政が始まる』

と警告している。心すべき言葉である」と。 

 この引用は意味深い。訳者の加藤節さんは成蹊大学

名誉教授で、アベが授業を受けた教授である。加藤さ

んは「大学の 4年間などを通して、安倍君は自分自身

を知的に鍛えることがなかったんでしょう。いまの政

権の最大の問題点は、二つの意味の『ムチ』（無知と無

恥）に集約されていると私は思っています」（青木理

著・「安倍三代」）とまで言っているのだ。 

 意見書はさらに書いている。「正しいことが正しく行

われる国家社会でなくてはならない」。そして「内閣が

潔くこの改正案中、検察幹部の定年延長を認める規定

は撤回することを期待し、あくまで維持するというの

であれば、与党野党の境界を超えて多くの国会議員と

法曹人、そして心ある国民すべてがこの検察庁法改正

案に断固反対の声を上げてこれを阻止する行動に出る

ことを期待してやまない」。 

 ＯＢとは言え検察の中枢にいた方々が、国民に対し

て、「断固反対の声を上げてこれを阻止する行動に出る

こと」を期待しているのである。 

続いて 18 日に出された元特捜検事有志 38 人は、言

葉遣いは穏やかながらも、「事柄の重要性に思いを致す

とき、将来に禍根を残しかねない今回の改正を看過で

きないと考え、私たち有志は、あえて声を上げること

にしました」との意見書を出している。 

          ＊ 

 検察官と聞けば、数々の冤罪事件を作りだした権力

でもあることから良いイメージはない。しかし今回の

最初の意見書は画期的だ。検察官がすべての国民に向

けて政治を壊す者に対して、「共闘」を呼びかけている

のだから。まだ紆余曲折はあるだろうが、今後の闘い

に展望を感じた思いではある。   （福島 清） 


